
男子
男子（5人チーム）は、予選（9

Ｇ）1回戦を3078とスタート
ダッシュを決めたディフェン
ディングチャンピオンの沖縄国

雨堤）が1位、前年優勝の京都
産業大学（安田・立花・谷口）が
142ピン差の2位につけてい
た。
準決勝を1164とまとめ、京

都産業大学との差を184ピン
と開いた同志社大学は、決勝も
1193を打ってトータル5936
で、41年ぶりの優勝を飾った。
京都産業大学は決勝もペース
が上がらず、青森中央学院大学
（須藤・高橋）が5ピン逆転する
5603で2位に入った。

際大学（西島本・中里・比嘉・登
川・中里・仲間）が8801で1
位、名古屋産業大学（瀬戸・小
林・大藪・山下・林・山田・辻
井）が8673で2位、青森中央
学院大学（石田・中村・吉原・
佐々木・石岡）が8530で3位

▲安藤さんは左利き。投球フォームは
流麗で、83歳とは思えないパワフルな
ボールを投げる

今回、本欄でご紹介する安藤
徹さん（83歳）は、いわゆる競
技ボウラーではなく、地元セン
ターやNBFのリーグでボウリ
ングを楽しむ一般のシニアボウ
ラー。昨年、かつての職場であ
る老舗百貨店・三越で「全国ボ
ウリングを楽しむ会」が開催さ
れたのを機に、OB会報誌に日
頃の思いを綴って投稿したとこ
ろ、全国各地の旧友たちからた
くさんの声が届いたという。

☆
安藤さんは1958年に三越

へ入社。日本橋本店の趣味雑貨
部ほかで42年間勤務し、99年
に定年退職した。若いころから
スポーツ好きで、三越在職中は
スキー部や軟式テニス部で活
動。スキーは技能テスト1級の
腕前だったという。
「東京都百貨店スキー大会の
回転競技に3年連続で出場しま
した。伊勢丹にはオリンピック
選手の多田修さん（60年ス
コーバレー五輪代表）がいて、
回転競技のポールセッターは
あの三浦雄一郎さんが務めて
いました」
ボウリングを始めたのは65

歳のとき。定年後は数年間、週

たという。
「スーパーボウル大宮（10年
6月閉鎖）で3年間、杉本勝子プ
ロ（4期）のレッスンも受けまし
た。杉本プロは厳しい人で、他
の生徒さんを指導しているとき
に、離れたところでいい加減に
投げていたら『安藤さん、どこ
投げてるの!?』なんて、よく怒
られました（笑）」
今は杉本プロが解説を務め

るスカイＡのプロボウリング中
継を欠かさず視聴し、的確な解
説を自身のボウリングの参考に
しているそうだ。
上尾スポーツレーンズ閉鎖

後の2011年、安藤さんはリー
グの仲間とともにホームセン
ターを川越市のウニクスボウル
へ移し、現在に至る。自身を含
め、シニア男子10名・同女子3
名が参加する「やまぶきリーグ」
での22年アベレージは179
（HC8）。ちなみに、過去最高
スコアは300！　15年に入会
したNBF埼玉上尾支部の練習
ゲームで達成したそうだ。

昨年、三越旧友会主催で「全
国ボウリングを楽しむ会」と銘

一ペースでゴルフに興じていた
が（ホールインワンを2回記
録！）、先にボウリングを始め
ていた妻・三恵子さんの勧めも
あって一緒にやることに。「最
初のころはなかなかうまく投げ
られなくて、ストレスがたまり
ました」と苦笑する。
上達を期し、当時通っていた

上尾スポーツレーンズ（2012
年12月閉鎖）のボウリングス
クールに参加。平山友子プロ
（8期）の指導で基礎から学び直
すと、徐々にスコアも上がって
いき、気がつけばセンターの
リーグにも参加して心からボウ
リングを楽しむようになってい

60回目を迎えた全日本
大学ボウリング選手権大
会が、12月2日から3日
間、神奈川県川崎市の川
崎グランドボウルで開催
された。男子は青森中央
学院大学が昨年準Ｖのリ
ベンジを果たし、4年ぶ
り3度目の優勝を飾れば、
女子は同志社大学が第19
回大会以来実に41年ぶり
2度目の選手権校に輝い
た。（主催：(公財)全日本ボ
ウリング協会）

文部科学大臣杯　第60回全日本大学選手権

FOCUS UP特別編 “アクティブシニア”安藤徹さんが推奨する「定年過ぎたら健康ボウリング」

▲同じ「やまぶきリーグ」に参加して
いる3名のシニアレディースと。みな
さんとてもお元気で生き生きしてい
た。右端が安藤さんの妻・三恵子さん

打った初のボウリング大会が、
全国9地区で開催された。安藤
さんも首都圏地区の大会（会場
はラウンドワン池袋店。年齢性
別ハンデありの2Ｇマッチ）に
出場。慣れぬレーンに苦戦し、
成績は振るわなかったが、それ
でも75歳以上の男性ではトッ
プのスコアで「お元気で賞」を
ゲットした。

OB会報誌への投稿が反響

12月2～4日／川崎グランドボウル

▲41年ぶり優勝の同志社大学（左）と4年ぶり3度目の優勝の青森中央学院大学

だが、何よりうれしかったの
は、OB会報誌『旧友会だより』
に「定年過ぎたら健康ボウリン
グを始めましょう。」と題して投
稿した一文が全国各地の旧友
たちの目に止まり、大勢の人か
ら連絡があったことだという。
「『旧友会だより』は年4回、

3400名の三越OB会員に郵送
されているのですが、思った以
上の反響でした」
投稿内容は、屋内スポーツで

天候に左右されることなく手軽
に楽しめ、かつ健康の維持・増
進も期待できるボウリングを、
定年後の趣味として推奨するも
の。それは自身の定年後ライフ
を振り返っての、たしかな“実
感”でもある。
「ボウリングはコミュニケー
ションスポーツ。退職すると仕
事仲間との付き合いも難しくな
るけれど、ボウリング場では新
しい友人が大勢できて、足を運
ぶのが楽しくなる。家でゴロゴ
ロしてテレビばかり観ているの
はもったいないですよ（笑）」
普段は自宅の庭で畑仕事に

勤しむ傍ら、大宮・氷川神社の
氏子総代をボランティアで務め
ているという安藤さん。文字ど
おりの“アクティブシニア”だ。
「ボウリングを楽しむ会」は今
年も開催されるという。昨年は
全国で151名の参加にとど
まったが、安藤さんの件の投稿
をきっかけに、今年は参加者が
グンと増えるかもしれない。

取材協力：ウニクスボウル

男子・青森中央学院大が4年ぶり3度目V
女子・同志社大は41年ぶり2度目の戴冠

につけていた。
準決勝（3Ｇ）では沖縄国際大

学が2731と苦しんだのに対
し、会心のチーム戦で3097と
伸ばした青森中央学院大学が
トータル11627でトップを奪
い、2位の沖縄国際大学は95
ピン差、さらに92ピン差で名
古屋産業大学が続いていた。

決勝（3Ｇ）は、青森中央学院
大学が勝負を決定づけた2Ｇ目
の1077を含む2867を打っ
て、トータル14494で快勝、
4年ぶりの王座奪還を果たし
た。沖縄国際大学は連覇こそ逃
したが、2位の座は守った。

女子
2人チーム戦の女子は、予選

2回戦の1299を含む3579を
打った同志社大学（戸塚・石本・

▲「昨年準優勝に終わったときの先輩
の分もリベンジをという思いで臨んだ」
と石田智輝選手
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▲「昨年3位だった悔しさをバネに
練習を積んできたので、優勝できて
うれしい」と戸塚眞由選手
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